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低コスト・コンパクト化を実現した高性能

ヒーティングタワーの開発
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1 はじめに

空研工業株式会社と中部電力株式会社、東京電力株

式会社、関西電力株式会社の4社は、ビ川口渇の空調用に、

低コスト コンパクト化を実現した高性能ヒーテインク。タ

ワー(冷去情的 454kW/ll閣情的 235kW)時洞時草した。

従来の水冷式チラ は、多くの場合に冷房専用で使

用されるが、ヒーティングタワーと組み合わせて、大気

から吸収した熱を供給するととで暖房も可能となる。

己れまで、水冷式チラ と組み合わせたヒ ティング

タワー空調システムは、省エネ性に優れ、 高効率運転が

可能であるものの、イニシャノレコストや霜取り装置の

設置工事費用が高いという課題があり、地域冷暖房な

どの大規模分野を除き、ほとんど普及していなかった。

このため、これらの課題をクリアしてク リングタ

ワーとしても機能する高効率低コストなヒーティン

グタワーを製品化したので紹介する。

2 ヒ ティングタワ の概要

ヒーティングタワーは加熱塔兼冷主[路とも呼ばれ、主

に地域冷暖房などの大規模空調を行うために屋外に設置

する空調用機器である。暖房時はヒーティングタワー

写真 1 ヒ ティングタワ 外観 (300冷却トン)

NO. 159 2008 

ゆU熱塔〉として大気から数是吸収し、冷房時はクーリン

グタワ (冷却塔〉として大気へ熱を放出する。(写真1)

にヒ ティングタワ の外観を、製品の仕様(1セルあた

り〉および製品ラインナップを(表1、表2)に示す。

高効率な水冷式チラ との組み合わせにより、シス

テム COP※14.7(冷房〉、 3.1(暖房〉と業界最高水準の

高効率運転を実現した。

※lシステム仁コp

COP (Coe伍cientof Performance) は冷暖房能

力を消費電力で除した値で、この値が大きいほど省

エネ性が高いととを示す。

表 1 製品仕様 (1セルあたり)

能力
454kW 

(1∞冷却1トン)

冷却
システム印P砲 4. 7 

プフインl副主
39/32'C 

入口ml口
27'C 外気減球温度

能力 お5kW

加熱 システム COP蛸 3.1 

プライン温度
ーII/-S'C

入口/出口
o'C 

外気乾助副E

ファン 7.5kW 

消費 散水ポンプ l.5kW 

~ß ノ1 デフロストユニット
30/0.55kW 

(ヒータ/ポンプ)

外形"tI~会長/全幅/ ，封切 29/2314.1 m 

亜i註 !l'!i官，/遇措 3.0/4.61 

※2冷水給水/戻り温度 7T/12
0

'仏外気乾球/湿球

温度 35"C/24T

※3温水給水/戻り温度 45T/40"C。外気乾球;;聖

球温度 7T/6T

(水冷式チラ に(株〕神戸製鋼所製ハイエフ

ミニ 150(COP5.6)を債用した場合〕

~ 1七止


